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は
じ
め
に

　
『
新
一
稿
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
の
第
三
巻
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
』
に
つ
い
て

み
る
と
、
校
異
に
お
い
て
杉
浦
静
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
な
お
多
く
の
問
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。
厳
密
な
校
訂
が
な
さ
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
問
題
の
所
在
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
気
づ
い
た
当
面
の
問
題
点
を
挙
げ
れ

ば
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
一
、
翻
刻
に
、
な
お
疑
問
簡
所
が
あ
る
。

　
二
、
詩
集
成
立
過
程
に
沿
っ
た
、
整
理
が
な
い
。

　
三
、
詩
稿
の
成
立
順
序
の
推
定
に
疑
問
を
残
す
作
品
が
あ
る
。
四
一
五
番
［
暮

　
　
　
ち
か
い
　
吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
の
う
ち
、
一
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
自
筆
原
稿
に
つ
い
て
再
確
認

し
、
現
在
の
段
階
で
の
疑
問
箇
所
を
ま
と
め
て
編
集
委
員
会
に
報
告
し
た
。
二
の

点
は
、
校
異
に
詩
稿
の
成
立
順
序
に
っ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
作
晶
を

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
詩
集
が
構
成
す
る
文
脈
に
従
っ
て
捉
え
る
た
め
に
は
、
詩
集

の
成
立
過
程
に
沿
っ
た
詩
稿
の
再
整
理
が
次
の
課
題
と
い
え
る
。
緊
密
な
構
成
を

も
っ
た
詩
集
が
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
、
作
者
の
思
想
的
展

開
を
裏
づ
け
る
た
め
に
も
、
緊
要
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
挙
に
完

金
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
筆
者
も
幾
つ
か
の
提
案
を
し
て
い
る
が
、
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
論
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
三
の
四
一
五
番
［
暮
ち
か
い
　
吹
雪

の
底
の
店
さ
き
に
］
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
因
み
に
言
え
ば
、
三
七
五
「
山
の
農
明
に
関
す
る
童
語
風
の
構
想
」
に
っ
い
て

は
、
『
旧
校
本
金
集
』
で
下
書
稿
（
一
）
と
し
て
扱
っ
て
い
た
日
付
と
番
号
を
欠
く

［
水
と
濃
き
な
だ
れ
の
風
や
］
を
「
春
と
修
羅
　
第
二
集
補
遺
」
と
し
て
整
理
し
、

そ
の
位
置
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
詩
稿
は
一
〇
四
六
「
悼
馬
」
が
書
か
れ
た
用
紙

の
裏
に
あ
っ
て
、
成
立
期
に
疑
問
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
次
清
書
稿
の

前
の
段
階
に
位
置
づ
け
て
い
た
旧
稿
本
全
集
の
整
理
に
は
、
問
題
が
あ
っ
た
も
の

で
あ
る
。
『
新
・
校
本
金
集
』
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
一
部
解
決
さ
れ
て
い
る
の
で
、

作
品
の
成
立
順
序
の
推
定
で
問
題
を
残
す
作
晶
は
、
四
一
五
番
［
暮
ち
か
い
　
吹

雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
の
み
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
一
五
［
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底
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き
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2

二
　
外
部
微
証
か
ら
す
る

『
新
一
校
本
全
集
』
テ
キ
ス
ト
の
再
検
討

　
『
旧
一
稿
本
全
集
』
以
降
、
四
一
五
番
［
暮
ち
か
い
　
吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］

の
題
名
で
翻
刻
さ
れ
て
き
た
作
品
に
は
、
逐
次
稿
が
三
種
あ
る
。
下
書
稿
（
一
）

が
題
名
「
魚
舗
」
（
手
入
形
「
魚
商
」
）
、
下
書
稿
（
二
）
が
題
名
「
四
聖
諦
」
、
下

書
稿
（
一
）
の
裏
に
書
か
れ
た
下
書
稿
（
三
）
の
第
一
形
態
の
題
名
が
「
四
聖
諦
」

で
、
こ
れ
が
手
入
形
で
削
除
さ
れ
、
こ
れ
と
は
別
に
下
書
稿
（
一
）
が
文
語
詩
化

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
小
沢
俊
郎
は
、
こ
の
作
品
と
同
日
の
創
作
日
付
を
持
つ
一
連
の
詩
群
と
と
も
に

考
察
し
て
い
る
が
、
詩
稿
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
疑
問
を
さ
し
挾
ん

　
　
　
＾
2
）

で
い
な
い
。
し
か
し
、
下
書
稿
（
二
）
の
詩
稿
（
旧
稿
本
全
集
詩
稿
整
理
番
号
四

二
四
）
に
は
、
「
作
品
番
号
右
上
に
△
印
、
上
方
欄
外
に
㊧
印
が
あ
る
」
と
指
摘
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
は
、
杉
浦
静
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
一
次
清
書
稿
の
手
入

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

段
階
の
も
の
で
あ
る
。
『
旧
・
稿
本
金
集
』
以
降
の
整
理
は
、
詩
稿
の
成
立
順
序
の

推
定
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
下
書
稿
（
一
）
は
、

一
次
清
書
稿
成
立
以
前
の
ウ
ル
一
次
清
書
稿
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
下

書
稿
（
一
）
に
ウ
ル
一
次
清
書
稿
お
よ
ぴ
一
次
清
書
稿
の
徴
証
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　
ま
た
、
下
書
稿
（
三
）
の
用
紙
の
裏
面
に
書
か
れ
た
下
書
稿
（
一
）
に
対
す
る

手
入
れ
の
方
法
を
見
る
と
、
詩
の
構
成
に
し
た
が
っ
て
パ
ー
ト
ご
と
に
枠
で
囲
み
、

こ
れ
に
番
号
を
振
っ
て
い
る
（
図
①
参
照
）
。
こ
の
推
敲
方
法
は
文
語
詩
の
定
稿
成

立
直
前
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
方
法
で
、
そ
の
時
期
は
作
者
の
晩
年
に
あ
た
る
。

詩
稿
の
手
入
れ
に
際
し
て
、
段
落
ご
と
に
ま
と
め
で
番
号
を
付
し
、
構
想
変
更
を

指
定
す
る
や
り
方
が
行
わ
れ
る
の
も
、
二
次
清
書
稿
以
降
で
あ
っ
て
、
時
期
的
に

は
一
九
三
〇
年
以
降
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
下
書
稿
（
一
）
の
左
肩
に
ス
タ
ン
プ
で
番
号
を
付
し
た
遺
稿
整
理
時
番
号
も
4

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
遺
稿
整
理
時
番
号
5
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
定
稿

詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
詩
稿
を
も
つ
作
晶
（
文
語
詩
も
口
語
詩
と
同
様
）
の
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
直
前
の
詩
稿
群
に
打
た
れ
た
番
号
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
し
て
、
下
書
稿

（
一
）
へ
の
手
入
れ
は
、
早
く
て
も
一
九
三
〇
年
以
降
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

逐
次
稿
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
初
期
稿
か
ら
文
語
詩
化
さ
れ
る
と
い
う
の
も
異
例

の
こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
れ
だ
け
な
ら
、
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
初
期
稿
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
文

語
詩
化
し
た
と
強
弁
出
来
な
く
も
な
い
。
だ
が
、
下
書
稿
（
一
）
の
筆
跡
は
あ
き

ら
か
に
下
書
稿
（
三
）
に
近
く
、
他
の
ウ
ル
一
次
清
書
稿
や
一
次
清
書
稿
と
類
似

性
が
な
い
。
作
者
の
筆
跡
は
、
二
次
清
書
稿
段
階
以
降
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
資
料

④
に
示
し
た
よ
う
に
、
や
や
大
き
め
の
字
を
書
く
よ
う
に
な
る
。
一
次
清
書
稿
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
資
料
③
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
下
書
稿
（
一
）

「
魚
舗
」
（
手
入
形
「
魚
商
」
）
の
筆
跡
が
、
二
次
清
書
稿
段
階
の
資
料
④
に
近
い

こ
と
は
了
解
さ
れ
よ
う
。
下
書
稿
（
一
）
の
筆
跡
は
、
明
ら
か
に
こ
の
時
期
の
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
『
新
・
校
本
金
集
』
に
従
え
ば
ウ
ル
一
次
清
書
稿
で

あ
る
は
ず
の
下
書
稿
（
一
）
の
筆
跡
が
、
二
次
清
書
稿
以
降
の
詩
稿
の
特
徴
を
も

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
作
者
の
詩
稿
用
紙
の
使
い
方
に
関
す
る
習
慣
を
み
て
も
、
『
新
一
稿
本

全
集
』
の
推
定
に
は
不
自
然
な
点
が
あ
る
。
『
新
・
稿
本
金
集
』
の
推
定
に
従
え
ば
、

下
書
稿
（
三
）
が
下
書
稿
（
一
）
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
極
め
て
例

外
的
で
あ
る
。
こ
の
作
者
は
、
放
棄
し
た
作
晶
の
紙
葉
の
裏
や
余
自
に
別
の
作
晶

の
草
稿
を
書
く
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
筆
跡
な
ど
か
ら
み
て
、
成
立
時
期
が
近
い
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5

逐
次
稿
の
場
合
は
、
前
段
階
の
一
部
を
次
の
段
階
に
取
り
込
む
よ
う
な
こ
と
も
し

て
い
る
（
例
え
ば
一
七
九
番
〔
北
い
っ
ぱ
い
の
星
ぞ
ら
に
〕
な
ど
に
そ
れ
が
あ
る
）
。

し
か
し
、
作
者
は
、
詩
稿
が
汚
れ
て
い
な
く
て
も
、
詩
集
編
集
の
各
段
階
ご
と
に

必
ず
紙
葉
を
改
め
て
い
る
。
同
一
紙
葉
の
裏
あ
る
い
は
余
白
に
逐
次
稿
が
あ
る
場

合
は
、
下
書
稿
（
一
）
↓
（
二
）
、
あ
る
い
は
（
三
）
↓
（
四
）
の
よ
う
に
連
続
し

た
逐
次
稿
が
書
か
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
削
除
さ
れ
た
作
品
の
紙
葉
を
草
稿
用

に
再
利
用
し
た
も
の
も
あ
る
た
め
に
、
一
枚
の
用
紙
の
表
裏
に
別
の
作
晶
が
書
か

れ
る
場
合
が
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
は
当
然
詩
集
の
成
立
段
階
を
ま
た
が
る
が
、
今

取
り
上
げ
て
い
る
同
一
作
晶
の
逐
次
稿
の
場
合
は
、
下
書
稿
（
二
）
が
別
紙
葉
に

あ
っ
て
、
清
書
性
を
も
っ
た
下
書
稿
（
三
）
が
清
書
性
を
も
っ
た
下
書
稿
（
一
）

の
裏
に
書
か
れ
た
よ
う
な
例
は
他
に
無
い
。

　
た
だ
し
、
下
書
稿
（
三
）
が
下
書
稿
（
一
）
の
裏
に
書
か
れ
た
と
い
う
だ
け
な

ら
、
一
五
八
［
北
上
川
は
焚
気
を
な
が
し
イ
］
の
例
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
、

下
書
稿
（
一
）
と
、
番
号
も
日
付
も
違
う
別
の
作
品
と
し
て
成
立
し
て
い
た
下
書

稿
（
二
）
　
　
つ
ま
り
一
次
清
書
稿
段
階
で
は
二
つ
の
作
晶
で
あ
っ
た
も
の

が
手
入
段
階
で
融
含
さ
れ
、
下
書
稿
（
一
）
の
手
入
形
と
し
て
書
か
れ
た
草
稿
的

詩
稿
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
次
清
書
稿
最
終
手
入
形
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
を
、
金
集
編
集
者
が
下
書
稿
（
三
）
と
命
名
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
清
書
性
を
も

っ
た
二
次
清
書
稿
と
し
て
成
立
し
た
詩
稿
は
、
下
書
稿
（
四
）
と
し
て
別
紙
葉
に

あ
る
。
下
書
稿
の
（
三
）
（
四
）
の
命
名
は
、
詩
集
の
成
立
段
階
を
考
慮
し
な
い
立

場
を
と
っ
て
い
る
金
集
編
集
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
を
考
慮
し
、
□
暮
ち
か
い
　
吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
の
逐
次
稿
の
成

立
順
序
を
、
外
部
徴
証
か
ら
推
定
す
る
と
、
下
書
稿
（
二
）
↓
下
書
稿
（
三
）
↓

下
書
稿
（
一
）
↓
文
語
詩
定
稿
の
順
に
な
る
。
こ
の
推
定
に
従
え
ば
、
先
に
確
認

し
た
諸
矛
盾
が
す
べ
て
氷
解
す
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
判
断
の
根
底
に
は
詩
稿
に
つ
い
て
の
筆
跡
鑑
定
が
あ
り
、
そ
の

妥
当
性
の
確
認
に
は
多
く
の
詩
稿
を
、
長
年
に
わ
た
っ
て
兄
る
他
に
方
法
が
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
基
本
的
に
活
字
論
文
に
よ
る
論
証
に
な
じ
ま
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

不
十
分
な
説
明
し
か
で
き
な
い
。

三
　
内
部
徴
証
か
ら
す
る
詩
稿
成
立
順
序
の
確
認

　
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
推
定
が
詩
稿
の
内
部
徴
証
に
お
い
て
矛
盾
し
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
以
下
し
ば
ら
く
、
こ
の
点
を
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
外
部
徴
証
に
基
づ
い
て
推
定
さ
れ
る
詩
稿
成
立
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、

各
段
階
の
詩
稿
を
確
認
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
現
在
残
さ
れ
て
い
る
詩
稿
は
、
二
枚
三
面
。
作
者
は
一
次
清
書
稿
段
階
と
二
次

清
書
稿
段
階
と
で
用
紙
を
改
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
枚
目
を
一
次
清
書
稿
、

二
枚
目
を
二
次
清
書
稿
と
す
る
。
『
新
一
校
本
全
集
』
に
お
け
る
下
書
稿
（
二
）
が

一
次
清
書
稿
段
階
。
下
書
稿
（
三
）
（
一
）
が
二
次
清
書
稿
段
階
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
詩
稿
へ
の
書
き
な
が
ら
の
手
入
れ
や
消
し
ゴ
ム
を
用
い
た
訂
正
を
含
め
て
、

清
書
性
を
保
持
し
て
い
る
段
階
を
第
一
手
入
形
と
し
、
清
書
性
を
放
棄
し
た
段
階

の
最
終
形
を
最
終
手
入
形
と
す
る
と
、
逐
次
形
は
次
の
よ
う
に
た
ど
ら
れ
る
。

一
次
清
書
稿
第
一
手
入
形
段
階

四
一
五

四
聖
諦

四
一
五
［
暮
ち
か
い

吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
考
（
木
村
）
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四
一
五

［
募
ち
か
い
　
吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
u
考

　
　
　
一
九
二
五
、
二
、
一
五
、

（
木
村
）

フ
　
キ

吹
雪
の
底

昏
ん
だ
風
の
店
さ
き
で

　
　
萌
黄
い
ろ
し
た
き
れ
い
な
頚
む

す
な
ほ
に
絞
め
ら
れ
吊
る
さ
れ
た
、

　
　
　
ツ
ァ
ー
メ
エ
ン
テ

い
ち
は
の
家
鴨
で
あ
る

　
　
…
…
屠
者
は
お
も
む
ろ
に
呪
し

　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
鮫
の
黒
肉
は
凍
る
…
…

粉
雪
の
い
く
度
の
擦
過
の
な
か
か
ら

巡
礼
た
ち
の
鎗
の
ひ
び
き
が
き
こ
え
て
く
る

　
　
　
　
｛
下
書
稿
（
二
）
第
一
手
入
形
｝

注
、
『
新
。
稿
本
金
集
』
稿
異
編
蝸
頁
で
は
、
六
行
目
を
「
…
…
屠
者
は
お
も
む
ろ
に
呪
じ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
し
、
七
行
目
の
「
鮫
の
黒
肉
は
凍
る
…
…
」
の
上
に
「
…
…
」
を
付
す
が
、
原
稿
に
こ
の
よ

　
う
な
表
記
は
な
い
。

　
な
お
、
原
稿
に
改
行
を
意
味
す
る
読
点
が
あ
る
場
合
は
、
改
行
し
て
翻
刻
し
た
。
以
下
同
じ
。

一
次
清
書
稿
最
終
手
入
形
段
階

四
一
五

四
聖
諦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
五
、

雪
を
穿
っ
た
洞
の
奥
〈
半
分
暮
れ
た
〉

暮
れ
ち
か
い

吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に

二
、
一
五
、

小
さ
な
い
ち
は
の
家
鴨
の
子

　
　
萌
黄
い
ろ
し
た
き
れ
い
な
頚
を

す
な
ほ
に
伸
ば
し
て
吊
り
下
げ
ら
れ
る

　
　
…
…
屠
者
は
お
も
む
ろ
に
呪
し

　
　
　
　
鮫
の
黒
肉
は
わ
び
し
く
凍
る
…
…

粉
雪
の
い
く
度
の
擦
過
の
な
か
か
ら

遍
歴
公
子
の
巡
礼
に
出
た
百
姓
た
ち
の
、

鎗
の
ひ
び
き
が
き
こ
え
て
く
る

　
　
　
　
　
　
｛
下
書
稿
（
二
）
最
終
手
入
形
｝

注
、
〈
　
〉
内
は
、
消
し
忘
れ
が
併
存
し
て
い
る
表
記
、

二
次
清
書
稿
第
一
手
入
形
段
階

四
一
五

一
九
二
五
、
二
、

一
五
、

暮
れ
ち
か
い

吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に

萌
黄
い
ろ
し
た
き
れ
い
な
頚
を

す
な
ほ
に
伸
ば
し
て
吊
り
下
げ
ら
れ
る

小
さ
な
い
ち
は
の
家
鴨
の
子

　
　
…
…
屠
者
は
お
も
む
ろ
に
呪
し

　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
鮫
の
黒
肉
は
わ
び
し
く
凍
季
…
：

風
の
擦
過
の
向
ふ
で
は

に
せ
巡
礼
の
錯
の
音

以
下
同
じ
。
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｛
下
書
稿
（
三
）

二
次
清
書
稿
最
終
手
入
段
階

四
一
五

魚
商

第
一
手
入
形
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
五
、
二
、
一
五
、

ま
づ
は
首
尾
よ
く
家
鴨
を
締
め
て

萌
黄
い
ろ
し
た
そ
の
頚
を

き
れ
い
に
撫
で
て
軒
に
釣
り

両
手
を
組
ん
で
ご
ち
っ
と
鳴
ら
し

店
を
一
ぺ
ん
目
測
し

台
の
は
じ
か
ら
手
か
ぎ
を
と
っ
て

あ
か
を
と
鱈
を
置
き
直
し

わ
か
め
の
束
を
重
ね
れ
ば

吹
雪
が
飛
ん
で
吹
雪
が
飛
ん
で

つ
る
し
た
家
鴨
は
ぷ
ら
ぷ
ら
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
　
み

土
間
で
は
鮫
の
黒
肉
が
凍
る

も
ん
ぱ
帽
子
に
緋
の
合
羽
．

　
　
…
…
（
帰
命
項
礼
地
蔵
尊
）

鎗
を
鳴
ら
し
た
に
せ
巡
礼
に

五
厘
や
ら
う
と
五
厘
を
さ
が
し

一
銭
や
っ
て
追
ひ
払
ひ

や
っ
と
火
鉢
に
戻
っ
て
来
〈
る
〉
れ
ば

　
　
　
　
　
　
四
一
五
［
暮
ち
か
い
　
吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
考

（
木
村
）

吹
雪
が
飛
ん
で
吹
雪
が
と
ん
で

っ
る
し
た
家
鴨
は
は
げ
し
く
う
ご
き

　
　
み

鮫
の
黒
肉
も
あ
か
を
も
凍
る

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
下
書
稿
（
一
）
手
入
形
｝

注
　
最
初
の
三
行
は
最
終
的
に
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
文
語
詩
化
段
階
の
も
の
と
見
て
、

　
そ
の
直
前
の
形
を
翻
刻
し
た
。

　
こ
う
し
て
た
ど
ら
れ
る
推
敲
過
程
に
、
不
合
理
な
点
は
特
に
な
い
。
む
し
ろ
『
新
一

校
本
全
集
』
の
配
列
に
、
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
第
一
点
は
、
題
名
の
つ
け
方
で
あ
る
。
「
四
聖
諦
」
と
は
、
坂
本
幸
男
一
岩

本
裕
に
よ
る
『
法
華
経
』
（
岩
波
文
庫
）
の
注
に
よ
る
と
、
「
仏
成
道
後
の
最
初
の

説
法
と
伝
え
ら
れ
る
仏
教
の
根
本
の
教
で
あ
る
苦
集
滅
遣
の
四
の
真
理
」
と
し
、

苦
諦
と
は
、
現
実
世
界
の
無
常
の
苦
。
集
諦
と
は
、
現
実
世
界
を
生
起
さ
せ
る
原

因
で
、
主
と
し
て
煩
悩
・
業
。
減
諦
と
は
、
煩
悩
一
業
を
滅
し
て
無
常
苦
を
離
れ

た
浬
築
。
道
諦
と
は
、
浬
薬
に
達
す
る
方
法
と
し
て
の
八
正
遣
。
苦
集
は
迷
の
果

と
因
。
滅
遣
は
悟
の
果
と
因
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
と
、
屠
者
、
家
鴨
一

魚
、
百
姓
の
巡
礼
の
四
者
に
、
苦
の
諸
相
を
兄
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

た
宗
教
的
モ
テ
ィ
ー
フ
を
生
の
ま
ま
打
ち
出
す
の
は
、
一
次
清
書
稿
段
階
の
特
色

で
あ
る
。
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
作
品
中
の
宗
教
的
な
意
味
で
の
気
負
っ
た
表
現

は
後
に
な
る
ほ
ど
削
除
さ
れ
、
宗
教
的
モ
テ
ィ
ー
フ
は
心
象
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
の

中
に
深
く
埋
め
込
ま
れ
る
。
七
四
番
［
東
の
雲
は
は
や
く
も
蜜
の
い
ろ
に
燃
え
］

の
初
稿
の
題
名
が
「
普
香
天
子
」
で
あ
り
、
三
一
四
番
の
［
夜
の
湿
気
と
風
が
さ

ぴ
し
く
い
り
ま
じ
り
］
の
初
稿
の
題
名
が
「
業
の
花
び
ら
」
で
あ
り
、
三
四
〇
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
と
こ

の
［
あ
ち
こ
ち
あ
を
じ
ろ
く
接
骨
木
が
咲
い
て
］
の
初
稿
の
題
名
が
「
璃
略
節
」
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四
一
五
［
暮
ち
か
い
　
吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
考
（
木
村
）

で
あ
っ
た
よ
う
に
で
あ
る
。
ま
た
、
二
番
の
［
湧
水
を
呑
ま
う
と
し
て
］
の
一
次

清
書
稿
段
階
で
は
、
「
こ
の
春
の
ク
レ
ッ
ス
を
／
す
き
と
ほ
っ
た
水
の
像
と
い
っ
し

ょ
に
／
大
曼
陀
羅
に
捧
げ
や
う
」
と
結
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
下
書
稿
一
二
）
の

最
終
手
入
形
で
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
方
法
の
変
化
の
一
般
的
な
方

向
性
を
念
頭
に
置
い
て
み
れ
ば
、
『
新
一
校
本
全
集
』
の
詩
稿
成
立
順
序
の
推
定
で

は
、
こ
の
作
品
だ
け
が
ま
っ
た
く
逆
に
な
っ
て
い
る
。

　
小
沢
俊
郎
の
論
考
で
は
、
全
集
に
よ
る
整
理
で
下
書
稿
（
一
一
の
写
生
か
ら
、

下
書
稿
（
三
）
の
テ
i
マ
の
表
出
へ
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
間
題
が
解

決
し
な
い
。
二
次
清
書
稿
以
降
の
方
が
写
実
性
を
強
め
る
例
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
四
六
番
の
「
山
火
」
な
ど
で
は
、
訴
訟
に
負
け
、
酒
に
酔
っ
て
山
火
事
の

下
の
峡
の
道
を
帰
る
農
民
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
下
書
稿
（
一
）
と
定
稿

を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
四
六

　
　
　
　
山
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
四
、
四
、
六
、

血
紅
の
火
が

氷
河
の
や
う
に
ぼ
ん
や
り
尾
根
を
す
べ
っ
た
り

ま
た
ま
っ
黒
な
い
た
だ
き
で

奇
怪
な
王
冠
の
か
た
ち
を
つ
く
り

烙
の
舌
を
吐
い
た
り
す
る

　
　
：
：
：
夜
の
微
塵
は
し
げ
く
降
り

　
　
　
　
ひ
ば
や
ね
ず
こ
の
髪
も
み
だ
れ
る
…
…

あ
る
ひ
は
コ
ロ
ナ
や
花
さ
ふ
ら
ん
の
形
に
か
は
る

そ
の
恐
ろ
し
い
巨
き
な
闇
の
華
の
し
た

犬
の
叫
び
が

崖
や
林
に
あ
や
し
く
こ
だ
ま
す
る
な
か
を

ひ
と
び
と
は
雲
に
機
悔
の
灰
を
と
り

四
句
誓
願
を
は
る
か
な
雷
の
ひ
び
き
に
和
し
て

こ
の
夜
を
ひ
と
夜

ま
だ
世
に
出
で
ぬ
そ
の
童
子
な
る
菩
薩
を
た
づ
ね

し
づ
か
に
峡
を
わ
た
っ
て
行
く

　
　
　
　
｛
四
六
「
山
火
」
下
書
稿
（
一
）
第
一
手
入
形
｝

　
四
六

　
　
　
　
山
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
四
、
四
、
六
、

血
紅
の
火
が

ぼ
ん
や
り
尾
根
を
す
べ
っ
た
り

ま
た
ま
っ
黒
な
い
た
“
き
で

奇
怪
な
王
冠
の
か
た
ち
を
つ
く
り

烙
の
舌
を
吐
い
た
り
す
れ
ば

璃
瑠
の
針
は
し
げ
く
流
れ

陰
気
な
柳
の
髪
も
み
だ
れ
る

　
　
…
…
け
た
た
ま
し
く
も
吠
え
立
つ
犬
と

　
　
　
　
マ
　
ー
　
ル

　
　
　
　
泥
灰
岩
の
崖
の
さ
び
し
い
反
射
…
…

或
ひ
は
コ
ロ
ナ
や
破
け
た
肺
の
か
た
ち
に
変
る

こ
の
恐
ろ
し
い
巨
き
な
夜
の
華
の
下
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（
夫
子
夫
子
あ
な
た
の
お
目
も
血
に
染
み
ま
し
た
）

酔
っ
て
口
口
罵
り
な
が
ら

村
び
と
た
ち
が
帰
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
｛
四
六
「
山
火
」
定
稿
｝

　
こ
の
作
晶
で
は
、
ま
ず
夜
の
山
火
事
が
意
外
に
近
く
、
恐
ろ
し
げ
に
兄
え
る
様

子
を
描
き
、
火
事
に
お
び
え
る
犬
の
鳴
き
声
で
不
安
感
を
漂
わ
す
里
の
様
子
を
捉

え
、
酔
っ
て
夜
遣
を
た
ど
る
農
民
の
姿
に
求
法
の
僧
の
旅
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

宗
教
的
モ
テ
ィ
ー
フ
は
前
者
に
あ
ら
わ
で
あ
り
、
写
実
性
で
は
、
明
ら
か
に
後
者

の
方
が
勝
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
『
新
一
校
本
金
集
』
の
推
定
に
従
え
ば
、
作
品
四
一
五
番
の
作
者
の
巡
礼

に
た
い
す
る
見
方
が
不
安
定
に
揺
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
下
書
稿
（
一
）
で
は

魚
舗
の
主
人
が
百
姓
の
巡
礼
を
遣
い
払
う
べ
き
偽
も
の
と
捉
え
、
下
書
稿
（
二
）

で
は
、
詩
人
が
こ
れ
を
巡
礼
公
子
と
美
化
し
、
下
書
稿
（
三
）
で
は
、
詩
人
が
こ

れ
を
再
び
偽
物
と
見
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
農
民
を
事
実
以
上

に
美
化
す
る
の
は
、
一
次
清
書
稿
段
階
の
特
徴
で
あ
り
、
二
次
清
書
稿
段
階
に
な

る
と
社
会
意
識
を
強
め
な
が
ら
、
事
実
を
直
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
の
整
理
に
従
え
ば
、
一
次
清
書
稿
段
階
で
は
、
「
山
火
」
に
も
「
四
聖
諦
」

に
も
、
百
姓
を
美
化
す
る
捉
え
方
が
あ
る
。
「
山
火
」
の
場
合
は
、
自
棄
酒
に
酔
っ

て
声
を
挙
げ
て
い
る
農
民
を
捉
え
、
「
ひ
と
び
と
は
雲
に
機
悔
の
灰
を
と
り
／
四
句

誓
願
を
は
る
か
な
雷
の
ひ
び
き
に
和
し
て
／
こ
の
夜
を
ひ
と
夜
／
ま
だ
世
に
出
で

ぬ
そ
の
童
子
な
る
菩
薩
を
た
づ
ね
／
し
づ
か
に
峡
を
わ
た
っ
て
行
く
」
と
し
て
い

た
。
「
四
聖
諦
」
で
は
、
に
わ
か
巡
礼
の
錯
の
音
を
「
粉
雪
の
い
く
度
の
擦
過
の
な

か
か
ら
／
遍
歴
公
子
の
巡
礼
に
出
た
百
姓
た
ち
の
／
鈴
の
ひ
び
き
が
き
こ
え
て
く

る
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
二
次
清
書
稿
段
階
で
は
、
事
実
を
事
実
と
し
て

認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
山
火
」
で
も
そ
う
で
あ
る
し
、
「
魚
商
」
で
は
、

偽
巡
礼
は
偽
巡
礼
と
認
め
て
、
五
厘
与
え
れ
ば
十
分
と
考
え
な
が
ら
も
、
五
厘
が

無
け
れ
ば
一
銭
与
え
て
追
い
払
っ
て
い
る
。
外
部
徴
証
が
示
す
詩
稿
の
成
立
順
序

に
従
っ
た
方
が
、
推
敲
過
程
に
も
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

『
農
民
芸
術
概
論
綱
要
』
の
、
実
践
を
踏
ま
え
た
理
論
的
深
化
を
認
め
て
も
不
当

で
は
あ
る
ま
い
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
外
部
徴
証
が
指
し
示
す
詩
稿
成
立
順
序
に
詩
稿
を
再
整
理
し

て
矛
盾
す
る
内
部
徴
証
は
無
い
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
四
一
五
［
暮

れ
ち
か
い
　
吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
の
『
新
一
稿
本
全
集
』
の
本
文
は
、
そ
の

下
書
稿
（
一
）
の
最
終
形
に
改
め
る
べ
き
で
あ
り
、
題
名
も
「
魚
商
」
と
す
べ
き

1
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
詩
群
削
除
の
背
景

　
次
に
残
る
問
題
は
、
作
者
が
こ
の
作
品
を
最
終
的
に
文
語
詩
化
し
、
《
第
二
集
》

か
ら
削
除
し
て
い
る
理
由
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
口
語
詩
と
し
て
の
最
終

稿
「
魚
商
」
を
《
第
二
集
》
か
ら
削
除
し
た
理
由
は
、
詩
集
と
し
て
の
《
第
二
集
》

の
変
容
過
程
と
最
終
構
想
を
推
定
す
る
上
で
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
こ
の
作
晶
が
《
第
二
集
》
か
ら
最
終
的
に
削
除
さ
れ
て
い
る
と
兄
る
の

は
、
口
語
詩
の
最
終
稿
が
文
語
詩
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
遺
稿
整
理
時
番
号
が
4

で
あ
る
の
に
、
口
語
詩
形
の
定
稿
が
無
く
て
、
文
語
詩
の
定
稿
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
判
断
の
根
拠
は
、
先
に
別
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
遺
稿
整

四
一
五
［
暮
ち
か
い

吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
考

（
木
村
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理
時
番
号
の
4
と
5
は
、
と
も
に
文
語
詩
の
場
合
も
口
語
詩
の
場
合
も
定
稿
詩
稿

用
紙
に
書
か
れ
る
直
前
の
形
を
記
し
た
紙
葉
に
打
た
れ
て
い
る
番
号
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
多
く
の
場
合
、
定
稿
成
立
後
に
破
棄
稿
と
し
て
扱
わ
れ
た
詩
稿
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
の
場
合
は
、
文
語
詩
化
さ
れ
て
定
稿
五
十
篇
の
［
萌
黄
い

ろ
し
た
そ
の
頚
を
］
と
な
っ
て
い
る
。
口
語
詩
を
文
語
詩
化
し
た
う
え
で
、
更
に

も
う
一
度
口
語
詩
と
し
て
も
再
利
用
し
よ
う
と
し
た
作
晶
の
場
合
は
、
詩
稿
に
遺

稿
整
理
時
番
号
3
が
打
た
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
作
晶
は
口
語

詩
と
し
て
定
稿
ま
で
発
展
さ
せ
る
予
定
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

　
こ
の
作
品
が
《
第
二
集
》
か
ら
削
除
さ
れ
た
間
題
に
関
連
し
て
、
注
目
す
べ
き

は
、
同
日
の
創
作
日
付
を
持
つ
四
一
〇
番
「
車
中
」
、
四
一
一
番
「
未
来
圏
か
ら
の

影
」
、
四
一
九
番
「
奏
鳴
的
説
明
」
の
扱
い
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
二
作
晶
に
は
、

二
次
清
書
稿
段
階
の
詩
稿
す
ら
な
い
。
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」
と
「
奏
鳴
的
説
明
」

に
は
生
前
発
表
形
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
不
出
来
な
作
品
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
が
い
ず
れ
も
定
稿
に
発
展
し
て
い
な
い
の

は
、
作
品
の
出
来
不
出
来
と
は
別
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
作
者
に
と
っ
て
、
「
『
春
と
修
羅
』
も
、
亦
そ
れ
か
ら
あ
と
只
今
ま
で
書
き
付
け

て
あ
る
も
の
も
」
「
序
文
の
考
を
主
張
し
、
歴
史
や
宗
教
の
位
置
を
全
く
変
換
し
や

う
と
企
画
し
」
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
詩
集
の
編
集
は
、
こ
の
企
画

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
、
詩
集
の
編
集
方
針
の

変
更
点
を
点
検
し
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
当
然
一
貫
し
た
も
の
が
あ
り
、
作
者
の
志

向
し
た
と
こ
ろ
も
、
兄
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
一
次
清
書
稿
段
階
の
作
品
群
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

四
一
〇

車
中

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
五
、
二
、
一
五
、

ば
し
や
ば
し
や
し
た
狸
の
毛
を
耳
に
は
め

黒
い
し
ゃ
つ
ぽ
も
き
ち
ん
と
か
ぷ
り

ま
な
こ
に
う
つ
ろ
の
影
を
う
か
べ

　
　
　
：
…
・
肥
っ
た
妻
と
雪
の
烏
…
…

凛
と
し
て

こ
こ
ら
の
水
底
の
窓
ぎ
わ
に
腰
か
け
て
ゐ
る

ひ
と
り
の
鉄
遣
工
夫
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
…
…
風
が
水
よ
り
欄
密
で
　
水
ど
氷
は
互
に
遷
る

　
　
　
　
　
稲
沼
原
の
二
月
こ
ろ
…
…

な
め
ら
か
で
　
で
こ
ぼ
こ
の
窓
硝
子
は

し
ろ
く
澱
ん
だ
雪
ぞ
ら
と

ひ
ょ
ろ
長
い
松
と
を
う
つ
す

　
　
　
｛
「
車
中
」
下
書
稿
第
一
手
入
形
。
な
お
、
「
欄
密
」
の
誤
字
は
訂
正
し
た
。
｝

　
詩
人
が
水
底
を
走
る
列
車
の
中
に
捉
え
た
の
は
、
二
五
番
「
早
春
独
白
」
と
対

照
的
に
、
防
寒
用
の
服
装
を
き
ち
ん
と
整
え
、
姿
勢
も
凛
と
し
て
い
る
鉄
遣
工
夫

の
姿
で
あ
る
。
作
者
が
詩
集
の
世
界
に
海
底
の
イ
メ
ー
ジ
を
多
用
す
る
の
は
、
詩

人
が
自
身
を
修
羅
と
規
定
し
て
い
る
た
め
に
、
己
が
住
む
世
界
を
阿
修
羅
が
住
む

と
さ
れ
き
た
須
彌
山
の
下
の
大
海
に
兄
立
て
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
詩
人
は
鉄
道
工
夫
が
外
兄
の
凛
々
し
さ
に
比
べ
て
虚
ろ
な
眼
を
し
て
い
る
の
を



u
見
逃
さ
な
い
。
詩
人
は
、
工
夫
の
眼
に
浮
か
べ
て
い
る
も
の
が
、
肥
っ
た
妻
や
雪

の
中
の
鳥
の
こ
と
で
あ
る
と
見
抜
い
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
鉄
道
が
近
代
化
を
代

表
す
る
交
通
機
関
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
工
夫
は
そ
こ
を
職
場
と
す

る
勤
労
者
で
あ
る
。
こ
の
点
は
二
番
「
空
明
と
傷
療
」
に
お
い
て
、
「
緑
青
い
ろ
の

外
套
を
着
て
／
し
め
っ
た
緑
宝
石
の
火
を
と
も
し
／
か
す
か
な
青
い
け
む
り
を
あ

げ
る
」
イ
ン
テ
リ
に
、
「
近
代
的
な
一
つ
の
焦
慮
の
工
場
」
を
見
て
い
る
の
と
共
通

す
る
◎
線
路
工
夫
を
取
り
上
げ
た
作
晶
に
は
、
三
七
〇
番
［
朝
の
う
ち
か
ら
］
も

あ
る
。
こ
の
作
晶
も
改
稿
が
は
げ
し
い
が
、
一
次
清
書
稿
段
階
で
は
、
雨
の
中
で

「
電
軌
工
事
」
を
し
て
い
る
人
物
に
、
「
山
の
上
」
の
「
つ
め
た
い
雲
の
ラ
ム
ネ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

を
さ
し
て
「
ど
う
だ
親
方
　
こ
く
っ
と
呑
る
か
」
と
詩
人
が
呼
び
か
け
て
い
た
。

こ
れ
が
二
次
清
書
稿
段
階
か
ら
鉄
道
工
夫
の
イ
メ
ー
ジ
に
置
き
換
え
ら
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
べ
ー
ス
に
彼
ら
が
歌
う
作
業
唄
な
の
か
「
…
…
雨
や
ら
雲
や
ら
向
こ
ふ

は
暗
い
よ
と
…
：
／
中
賂
／
：
…
・
く
ら
い
山
根
に
湯
宿
が
で
き
た
よ
と
…
…
／
中

略
／
…
：
雨
や
ら
雲
や
ら
向
こ
ふ
は
…
…
／
中
略
／
…
…
く
ら
い
山
根
に
お
客
が

行
く
よ
と
…
…
」
と
い
っ
た
唄
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
歓
楽
地
に
客
を
運
ぷ
鉄
遣
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
鉄
道
工
夫
の
想
念
と
し
て
描
か
れ
る
も
の

と
し
て
、
卑
近
な
欲
望
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
列
車
の
外
は
「
風
が
水
よ
り
欄
密
」
と
思
え
る
ほ
ど
に
冷
え
切
っ
た
、
二
月
の

田
園
世
界
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
詩
人
は
、
水
の
底
を
走
る
列
車
を
イ
メ
ー
ジ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
な
れ
ば
、
状
況
に
よ
っ
て
「
水
ど
氷
は
互
に
遷
る
」
可

変
的
な
世
界
で
あ
る
。
『
銀
河
鉄
遣
の
夜
』
に
お
け
る
「
規
則
さ
へ
さ
う
な
ら
ば
、

ひ
か
り
が
お
菓
子
に
な
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
世
界
と
パ
ラ
レ
ル
な
世
界
と
い

え
よ
う
。
た
だ
、
窓
の
外
に
見
え
る
外
界
は
、
一
兄
な
め
ら
か
だ
が
で
こ
ぼ
こ
や

ゆ
が
み
を
持
つ
窓
硝
子
に
写
る
た
め
に
、
「
し
ろ
く
澱
ん
だ
雪
ぞ
ら
と
／
ひ
ょ
ろ
長

い
松
」
に
す
ぎ
な
い
。
天
上
と
海
底
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
地
上
の
差
が
こ
こ
に
対
照

的
で
あ
る
。

　
描
か
れ
て
い
る
の
は
い
か
に
も
あ
り
ふ
れ
た
退
屈
な
情
景
で
、
特
異
さ
は
何
も

な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
捉
え
ら
れ
た
工
夫
の
姿
を
み
る
と
、
物
質
文
明
の
発
達
に

よ
っ
て
、
物
質
的
な
面
は
一
応
満
た
さ
れ
て
い
る
反
面
、
内
面
的
な
も
の
を
欠
き
、

し
か
も
、
窓
硝
子
を
と
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
兄
え
て
い
る
も
の
が
退
屈
で
微
妙

な
ゆ
が
み
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
工
夫
は
、
こ
う
し
た
ゆ
が
み

を
も
っ
た
憂
欝
な
風
景
の
中
を
、
空
虚
な
欲
望
の
み
を
心
に
も
っ
て
旅
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
が
み
を
も
っ
た
風
景
に
囲
ま
れ
た
状
態
を
、
映
像
に
置
き

換
え
る
な
ら
、
本
当
ら
し
く
て
、
決
し
て
真
実
で
は
な
い
ヴ
ァ
i
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
世
界
を
、
せ
わ
し
な
い
欲
望
に
駆
ら
れ
て
生
き
て
い
る
現
代
人
に
通
じ

る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
続
く
の
が
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」
で
あ
る
。

四
一　

　
　
　
未
来
圏
か
ら
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
五
、
二
、

フ
　
キ

吹
雪
は
ひ
ど
い
し

け
ふ
も
す
ざ
ま
じ
い
落
盤

　
　
…
…
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
ひ
っ
き
り
な
し

　
　
　
　
　
　
　
フ
　
エ

　
　
　
　
凍
っ
た
汽
笛
を
鳴
ら
す
の
か
…
…

影
や
恐
ろ
し
い
け
む
り
の
な
か
か
ら

蒼
ざ
め
て
ひ
と
が
よ
ろ
よ
ろ
あ
ら
は
れ
る

　
　
　
　
　
マ
マ

そ
れ
は
氷
の
末
来
圏
か
ら
な
げ
ら
れ
た

一
五
、

四
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戦
懐
す
べ
き
お
れ
の
影
だ

　
　
　
　
　
　
　
｛
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」

下
書
稿
第
一
手
入
形
｝

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
受
け
て
、
こ
の
詩
群
の
最
後
に
来
る
の
が

の
逐
次
稿
、
「
図
　
四
一
九
号
」
で
あ
る
。

「
奏
鳴
的
説
明
」

　
こ
の
作
品
に
は
、
「
負
景
二
題
」
と
い
う
総
題
の
も
と
に
、
「
命
令
」
と
組
み
合

わ
せ
た
生
前
発
表
形
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
「
命
令
」
に
お
け
る
出
撃
と
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

を
受
け
て
の
敗
北
の
予
感
と
い
う
文
脈
で
読
み
と
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
詩
集
の
文
脈
の
中
で
見
直
す
な
ら
、
「
車
中
」
で
の
詩
人
は
、

線
路
工
夫
を
見
て
い
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩
人
が
、
吹
雪
の
中
で
け
た
た
ま

し
く
鳴
ら
す
列
車
の
汽
笛
を
不
審
に
思
っ
て
兄
る
窓
の
外
に
、
「
影
や
恐
ろ
し
い
け

む
り
の
な
か
か
ら
／
蒼
ざ
め
て
ひ
と
が
よ
ろ
よ
ろ
あ
ら
は
れ
る
」
人
影
を
認
め
、

　
　
　
　
　
　
マ
マ

そ
れ
を
「
氷
の
末
来
圏
か
ら
な
げ
ら
れ
た
／
戦
傑
す
べ
き
お
れ
の
影
だ
」
と
受
け

止
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
キ

　
「
落
盤
」
と
は
、
通
常
坑
遣
や
ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
を
意
味
す
る
。
「
吹
雪
は
ひ
ど

い
し
／
け
ふ
も
す
ざ
ま
じ
い
落
盤
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
こ
の
列
車
が

走
っ
て
い
る
時
空
は
、
坑
道
あ
る
い
は
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
近
代
文
明
の
代
表
的
交
通
機
関
で
あ
る
列
車
に
乗
っ
て
い
る

詩
人
は
、
危
険
に
満
ち
た
時
空
を
駆
け
抜
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
い
つ
か
そ
の
列

車
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
に
い
た
る
自
分
の
姿
を
予
感
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
車
中
」
の
工
夫
の
姿
に
も
、
所
詮
は
自
身
の
投
影
を
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
次
清
書
稿
段
階
の
詩
集
に
お
い
て
、
こ
の
次
に
お
か
れ
る
の
が
、
「
四
聖
諦
」

で
あ
る
。
同
じ
く
吹
雪
の
日
の
深
い
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
村
の
夕
暮
れ
の
情
景
で
、

店
を
ま
も
る
魚
屋
と
巡
礼
に
出
る
百
姓
の
姿
は
、
当
然
鉄
遣
工
夫
と
対
比
的
に
読

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
近
代
化
の
波
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
世
界
で
、
生
き
る
う
え

で
の
諾
相
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
止
め
、
一
つ
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
し
て
い
る
。

四
一
九

　
　
図

四
一
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
五
、
二
、
　
一
五
、

　
　
　
ふ
ぶ
き

こ
れ
は
吹
雪
が
映
し
た
る
　
棚
砂
の
嵐
、

－
著
岩
o
『
（
湖
）
の
幻
燈
で
ご
ざ
い
ま
す

ま
ば
ゆ
い
流
沙
の
蟹
気
楼
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
の
地
方
で
は
吹
雪
は
こ
ん
な
に
甘
く
あ
た
た
か
く
て

恋
人
の
や
う
に
み
ん
な
の
胸
を
切
な
く
い
た
し
ま
す

雲
も
ぎ
ら
ぎ
ら
に
ち
ぢ
れ

木
が
幻
照
の
な
か
か
ら
生
え
立
つ
と
き

翻
へ
っ
た
り
砕
け
た
り
或
は
全
い
空
明
を
示
し
た
り

吹
雪
は
か
“
や
く
流
沙
の
ご
と
く
に

地
平
は
る
か
に
移
り
行
き
ま
す

そ
れ
は
あ
や
し
い
火
に
さ
へ
な
っ
て

ひ
と
び
と
の
視
官
を
眩
惑
い
た
し
ま
す

或
は
燃
え
あ
が
る
ボ
ヘ
ミ
ア
の
披
璃

す
さ
ま
じ
き
光
と
風
と
の
奏
鳴
者

そ
も
氷
片
に
ま
た
趨
光
の
性
あ
る
か

は
た

旋
る
日
脚
　
散
乱
質
は

地
平
は
る
か
に
遷
り
行
き
ま
す
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そ
の
風
の
脚

ま
ば
ゆ
く
ま
ぷ
し
い
ひ
か
り
の
中
を

ス
キ
ッ
プ
の
か
た
ち
を
な
し
て
、

一
人
の
黒
い
影
が
こ
っ
ち
へ
来
れ
ば

け
ぷ
り
と
風
と

い
ま
や
日
は
乱
雲
に
落
ち

そ
の
へ
り
は
烈
し
い
鏡
を
示
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
｛
「
奏
鳴
的
説
明
」
下
書
稿
第
一
手
入
形
｝

注
　
最
後
の
三
行
は
、
消
し
ゴ
ム
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
最
終
手
入
れ
段
階
の
抹
消
と

　
兄
な
し
て
、
付
け
加
え
た
。

　
こ
こ
で
は
、
「
車
中
」
の
ゆ
が
ん
だ
窓
硝
子
が
レ
ン
ズ
に
置
き
換
え
ら
れ
、
幻
燈

と
い
う
変
換
装
置
に
よ
っ
て
、
吹
雪
を
客
観
的
に
兄
る
こ
と
が
で
き
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。
吹
雪
は
そ
の
た
だ
中
に
い
る
と
き
人
に
厳
し
い
。
し
か
し
、
幻
燈

と
い
う
装
置
を
使
っ
て
こ
れ
を
外
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
冷
た
さ
と
厳
し
さ
を
失
っ

て
「
棚
砂
の
嵐
」
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
－
遣
岩
◎
『
（
湖
）
の
幻
燈
」
と
も
、
「
ま

ば
ゆ
い
流
沙
の
蟹
気
楼
」
と
も
見
え
る
。
す
る
と
、
「
こ
の
地
方
で
は
吹
雪
は
こ
ん

な
に
甘
く
あ
た
た
か
く
て
／
恋
人
の
や
う
に
み
ん
な
の
胸
を
切
な
く
」
す
る
も
の

と
な
る
。
「
雲
も
ぎ
ら
ぎ
ら
に
ち
ぢ
れ
／
木
が
幻
照
の
な
か
か
ら
生
え
立
つ
と
き
／

翻
へ
っ
た
り
砕
け
た
り
或
は
全
い
空
明
を
示
し
た
り
／
吹
雪
は
か
が
や
く
流
沙
の

ご
と
く
に
／
地
平
は
る
か
に
移
り
行
」
く
も
の
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は

「
あ
や
し
い
火
」
や
、
「
燃
え
あ
が
る
ボ
ヘ
ミ
ヤ
の
披
璃
」
も
見
ら
れ
、
吹
雪
の
全

体
が
「
す
さ
ま
じ
き
光
と
風
と
め
奏
鳴
者
」
と
提
え
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
奏

鳴
者
と
い
う
言
葉
は
辞
書
に
出
て
こ
な
い
の
で
お
そ
ら
く
賢
治
の
造
語
だ
が
、
奏

鳴
曲
か
ら
連
想
さ
れ
た
、
光
と
風
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
も
の
と
い
う
ほ
ど
の

意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
光
を
宿
す
「
氷
片
」
に
、
手
入
段
階
で
は
「
趨
光
の
性
あ
る
か
」
と
兄
て

い
る
。
「
氷
片
」
が
白
色
の
光
沢
を
持
つ
「
棚
砂
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
お

り
、
第
一
集
に
お
い
て
作
者
自
身
も
「
有
機
交
流
電
燈
の
／
ひ
と
つ
の
青
い
照
明
」

と
提
え
て
い
た
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

　
そ
う
し
た
光
を
宿
し
た
「
氷
片
」
が
「
旋
る
日
脚
」
や
「
風
の
脚
」
を
兄
せ
、

そ
の
下
か
ら
、
「
ま
ば
ゆ
く
ま
ぷ
し
い
ひ
か
り
の
中
を
／
ス
キ
ッ
プ
の
か
た
ち
を
な

し
て
、
／
一
人
の
黒
い
影
が
こ
っ
ち
へ
来
」
る
の
が
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」
に
お
い
て
蒼
ざ
め
た
姿
で
現
れ
、
詩
人
を
戦
懐
さ
せ
た

影
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
背
景
の
「
日
は
乱
雲
に
落
ち
／
そ
の
へ
り
は
烈
し

い
鏡
を
示
」
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
夢
兄
ら
れ
た
純
自
の
西
域
幻
想
の
夕
景
色

で
、
そ
の
中
を
「
ス
キ
ッ
プ
の
か
た
ち
を
な
し
て
」
駆
け
て
く
る
「
一
人
の
黒
い

影
」
は
、
も
う
一
つ
の
「
氷
の
未
来
圏
」
か
ら
の
影
と
兄
る
他
は
あ
る
ま
い
。

　
「
車
中
」
と
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」
を
一
連
の
も
の
と
兄
る
な
ら
ば
、
当
然
「
四

聖
諦
」
と
「
図
　
四
一
九
号
」
に
も
関
連
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
、
「
車
中
」
と
「
四

聖
諦
」
の
対
比
的
イ
メ
i
ジ
を
念
頭
に
置
き
、
「
四
聖
諦
」
に
お
け
る
「
巡
礼
た
ち

の
錯
の
ひ
び
き
が
き
」
を
耳
底
に
残
し
て
「
図
　
四
一
九
号
」
を
み
る
時
、
こ
こ

に
作
者
が
夢
兄
る
一
つ
の
人
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
詩
人
が
こ

の
よ
う
な
対
比
的
な
二
つ
の
影
を
捉
え
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
詩
人
の
迷
い
と

決
断
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
選
ば
れ
た
の
は
、
当
然
「
四
聖
諦
」
の
生
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
改
め
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
を
も
う
一
度
詩
集
の
中
で
捉
え
直
し
て
み

る
な
ら
ば
、
詩
人
は
《
三
隆
旅
行
詩
群
》
の
紡
僅
の
後
、
《
冬
の
霧
の
日
詩
群
》
の

「
氷
質
の
冗
談
」
で
、
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
が
一
変
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
冬
」

四
一
五
［
募
ち
か
い

吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
考

（
木
村
一
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四
一
五
［
募
ち
か
い

吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
考
（
木
村
）

で
は
ミ
ザ
ン
ス
ロ
ピ
ー
に
苦
し
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
《
吹
雪
の
底
の
紡
僅

詩
群
》
の
後
に
は
、
《
岩
根
橋
紀
行
詩
群
》
に
お
い
て
、
耽
美
的
な
旅
を
す
る
自
分

に
対
す
る
月
の
怒
り
を
兄
て
い
る
。
賢
治
が
学
校
を
辞
職
す
る
決
意
を
は
じ
め
て

人
に
漏
ら
し
た
の
は
、
こ
の
岩
根
橋
紀
行
の
直
後
で
あ
る
。

　
吹
雪
を
背
景
と
す
る
こ
れ
ら
四
っ
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
は
、
お
そ
ら
く
現
実
の
風

景
の
中
に
捉
え
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
提
え
ら
れ
た
も
の
は
、
決
し
て
風
景

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
る
で
組
写
真
の
よ
う
に
、
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立

し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
組
み
合
わ
さ
れ
た
と
き
に
は
、
ま
っ
た
く
別
の
世
界

が
立
ち
現
れ
て
く
る
構
成
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
前
述
の
と
お
り
、
二
次
清
書
稿
段
階
で
は
「
車
中
」
と
「
未
来
圏
か

ら
の
影
」
が
削
除
さ
れ
、
一
定
稿
段
階
で
は
、
四
作
晶
と
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
点
が
次
の
疑
間
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
「
車
中
」
と
「
未
釆
圏
か
ら
の
影
」
は
、
一

次
清
書
稿
の
最
終
形
が
『
新
一
校
本
全
集
』
の
本
文
で
あ
る
か
ら
、
大
き
な
改
稿

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
詩
集
構
成

上
の
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
車

中
」
と
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
見
え
て
く
る
人
間
の
あ
り
方

は
、
「
四
聖
諦
」
と
「
図
　
四
一
九
号
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
兄
え
て
く
る
そ
れ
に

対
比
し
て
否
定
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
。
詩
人
の
直
接
の
表
現
動
機
は
自
己
の
あ

り
方
に
対
す
る
選
択
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
対
比
し
て
描
け
ば
、
こ
こ

に
一
種
の
文
明
批
評
が
含
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
未
来
圏
か
ら
の
影
」
の
場
合
、
「
ど

う
し
て
あ
ん
な
に
ひ
っ
き
り
な
し
／
凍
っ
た
汽
笛
を
鳴
ら
す
の
か
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
に
は
、
直
接
的
な
驚
き
が
あ
る
と
し
て
も
、
煙
の
下
か
ら
現
れ
た
人
影
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

詩
人
が
な
ぜ
「
氷
の
末
来
圏
か
ら
な
げ
ら
れ
た
／
戦
傑
す
べ
き
お
れ
の
影
」
を
兄

る
の
か
、
十
分
説
得
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
作
品
の
観

念
性
が
露
呈
す
る
わ
け
で
、
作
者
は
、
後
年
に
な
る
ほ
ど
、
こ
う
し
た
批
評
の
陰

に
あ
る
気
負
い
や
観
念
臭
を
嫌
い
、
そ
う
し
た
も
の
を
文
語
詩
化
し
て
い
る
。

　
他
方
、
二
次
清
書
稿
段
階
で
「
四
聖
諦
」
と
「
図
　
四
一
九
号
」
が
不
要
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
側
面
が
あ
る
。
こ
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
《
冬
の
霧
の
日
詩

群
》
と
も
い
う
べ
き
作
晶
群
に
、
二
次
清
書
稿
手
入
れ
段
階
か
ら
、
四
〇
一
「
氷

質
の
冗
談
」
に
代
わ
っ
て
四
〇
九
「
今
日
も
ま
た
し
や
う
が
な
い
な
」
が
加
わ
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
先
に
触
れ
た
「
氷
質
の
冗
談
」
の
二
次
清
書
稿
の

紙
葉
の
周
辺
を
利
用
し
て
、
「
氷
質
の
冗
談
」
の
差
し
替
え
用
の
作
品
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
定
稿
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
「
ま
る
で
わ
れ
わ
れ
職
員
が
／
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
の
甲
板
で
／
オ
①
胃
胃
冒
く
Ω
a
か
何
か
う
た
ふ
／
悲
壮
な
船
客
ま
が

ひ
で
あ
る
／
む
し
ろ
こ
の
際
進
度
表
な
ど
な
げ
出
し
て
／
寒
暖
計
や
テ
ー
プ
を
も

っ
て
／
霧
に
じ
ゃ
ぼ
ん
と
跳
び
こ
む
こ
と
だ
」
と
し
、
学
校
を
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号

に
た
と
え
、
い
っ
そ
の
こ
と
霧
の
海
に
飛
び
込
も
う
と
決
意
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
前
年
九
月
に
発
令
さ
れ
た
学
校
劇
禁
止
令
を
機
に
、
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
化
し
た
こ
と
を
察
知
し
た
作
者
が
教
員
と
し
て
の
前
途
に
失
望
し
、
真
冬

の
三
陸
旅
行
に
出
か
け
た
り
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
、
羅
須
地
人
協
会
時
代
の
作
者
に
は
、
「
四
聖
諦
」
と
「
図
　
四
一
九

号
」
を
結
ぷ
と
こ
ろ
に
、
一
つ
の
夢
を
描
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
一
九
三
〇
年
以
降
に
な
る
と
、
協
会
時
代
へ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
《
冬
の
霧

の
日
詩
群
》
に
四
〇
九
「
今
日
も
ま
た
し
や
う
が
な
い
な
」
を
加
え
た
詩
集
の
構

成
が
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
一
」
う
し
て
、
教
員
と
し
て
の
前
途
に
一
つ
の
結
論
を
得
た
形
に
し
た
時
、
詩
集



15

上
で
詩
人
が
更
に
吹
雪
の
底
を
さ
ま
よ
う
必
要
は
な
い
わ
け
で
、
こ
の
詩
群
全
体

が
削
除
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
の
作
者
の

詩
集
編
集
方
針
は
、
個
々
の
作
品
と
し
て
の
完
成
度
を
は
か
っ
て
選
別
す
る
こ
と

に
重
点
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
詩
集
と
し
て
の
体
系
性
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
選
別
の
結
果
、
不
要
に
な
っ
た
作
品
は
、
更
に
選
別
し
て
文
語
詩
化

の
候
補
作
晶
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

↑狂（
2
）

（
3
）

（
4
）

拙
稿
「
《
春
と
修
羅
　
第
二
集
》
の
構
想
・
試
論
－
二
次
清
書
稿
段
階
を
中
心
に
ー
」
（
「
国

語
と
国
文
学
」
第
7
1
巻
1
2
号
　
一
九
九
四
年
二
一
月
）
「
《
春
と
修
羅
　
第
二
集
》
最
終

構
想
の
輪
郭
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
7
4
巻
　
4
号
　
一
九
九
七
年
四
月
）
等
参
照
。
な

お
、
詩
集
の
成
立
過
程
を
五
段
階
に
区
分
し
た
テ
キ
ス
ト
を
準
備
中
で
あ
る
、

小
沢
俊
郎
『
宮
沢
賢
治
論
集
　
2
口
語
詩
研
究
』
（
有
精
堂
　
一
九
八
七
）
所
収
「
吹
雪

の
日
に
」
参
照
。

杉
浦
静
『
宮
沢
賢
治
　
明
滅
す
な
春
と
修
羅
』
（
蒼
丘
書
林
　
一
九
九
三
）
所
収
「
〈
春

と
修
羅
第
二
集
〉
の
構
想
」
参
照
。

遺
稿
整
理
時
番
号
と
は
、
作
者
の
死
後
、
作
者
が
詩
稿
を
幾
つ
か
の
山
に
分
け
て
整
理

し
て
い
た
も
の
を
、
そ
の
山
ご
と
に
同
じ
番
号
を
付
し
て
整
理
し
た
も
の
。
用
紙
の
左

肩
に
ス
タ
ン
プ
で
打
っ
て
あ
る
。
番
号
を
打
っ
た
人
物
は
、
令
弟
富
沢
清
六
氏
で
あ
る

と
ご
当
人
か
ら
聞
い
た
。

番
号
の
1
お
よ
び
、
㎞
1
は
初
期
稿
、
2
は
文
語
詩
あ
る
い
は
文
語
詩
化
予
定
稿
、
3

は
「
第
二
集
に
加
は
ふ
る
も
の
」
と
さ
れ
た
詩
稿
、
4
お
よ
び
5
は
、
定
稿
詩
稿
用
紙

に
書
か
れ
た
作
品
の
定
稿
直
前
の
破
棄
稿
、
6
，
7
，
8
，
9
は
無
く
、
1
0
は
口
語
詩

の
未
定
稿
で
「
こ
の
篇
み
な
／
疲
労
時
及
病
中
の
心
こ
・
に
な
き
手
記
」
と
さ
れ
た
も

（
5
）

（
6
）

の
。

　
な
お
、
《
第
二
集
》
の
詩
稿
に
は
、
左
下
に
も
四
桁
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
で
打
っ
た
番
号

も
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
日
、
作
品
ご
と
に
逐
次
稿
を
あ
る
程
度
整
理
し
た
上
で
（
た
だ

し
、
整
理
状
態
は
、
校
本
全
集
と
異
な
る
）
、
通
し
番
号
を
打
っ
た
も
の
。

　
さ
ら
に
い
え
ば
、
文
語
詩
定
稿
五
十
篇
の
一
枚
目
の
［
い
た
つ
き
て
夢
見
な
や
み
し
］

の
詩
稿
に
は
、
遺
稿
整
理
時
番
号
2
が
打
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
詩
稿
が
定
稿

詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
文
語
詩
未
定
稿
詩
稿
群
の
山
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
杉
浦
静
は
、
文
語
詩
の
整
理
番
号
が
ペ
ン
書
き
で
左
下
に
あ
り
、
定

稿
一
百
篇
（
実
は
現
在
百
一
篇
あ
る
）
の
方
か
ら
を
1
で
始
め
、
五
十
篇
は
1
0
2
番

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
文
語
詩
一
百
篇
の
方
が
上
に
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
推
定
に
は
根
拠
が
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
左
下
の
番
号
は
、
詩
稿
の
逐

次
稿
が
整
理
さ
れ
た
（
定
稿
詩
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
［
い
た
つ
き
て
夢
兄
な
や
み
し
］

の
詩
稿
も
こ
の
段
階
で
紛
れ
込
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）
後
に
打
た
れ
た
番
号
で
あ

る
、
逐
次
稿
の
整
理
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
五
十
篇
の
詩
稿
と
一
百
篇
詩
稿
が
上
に
あ

っ
た
か
下
に
あ
っ
た
か
は
、
極
め
て
不
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

『
新
。
稿
本
全
集
』
の
整
理
に
従
え
ぱ
、
ウ
ル
一
次
清
書
稿
を
持
つ
作
晶
に
、
九
三
［
日

脚
が
ぼ
う
と
ひ
ろ
が
れ
ば
］
一
五
八
［
北
上
川
は
気
を
な
が
し
イ
u
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
一
五
八
［
北
上
川
は
気
を
な
が
し
イ
］
の
下
書
稿
（
一
）
は
、
番
号
を

異
に
し
て
一
次
清
書
稿
に
相
当
す
る
の
で
、
残
る
の
は
九
三
［
日
脚
が
ぼ
う
と
ひ
ろ
が

れ
ば
］
だ
け
に
な
る
。

こ
の
点
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
春
と
修
羅
　
第
二
集
』
「
命
令
」
と
そ
の
背
景
」
（
「
近
代

文
学
試
論
」
第
3
0
号
　
一
九
九
二
年
二
一
月
）
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
、

四
一
五
［
募
ち
か
い

吹
雪
の
底
の
店
さ
き
に
］
考

（
木
村
）


